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　本会では、市内小・中・高等学校が行う福祉教育事業に対し交付金を交付し、それぞれの地域の特色を
活かし地域に根ざした福祉学習やボランティア活動の取り組みを支援しています。
　この事業に取り組んでいる寒河江高等学校吹奏楽部のメンバー19名が、10月12日に、本会がチェリーラ
ンドで毎年実施している『ひとり暮らし高齢者　ふれあいの集い』で出前演奏会を行ってくれました。
135名の参加者が、息のあった美しい演奏を聴きながら、山形の秋の味覚・いも煮を味わい交流しました。
演奏会は“あまちゃんのテーマ”で始まり、童謡や懐メロなど耳馴染みの曲を披露していただき、迫力あ
る生の演奏を楽しみました。
　寒河江高等学校吹奏楽部は、この他にも、毎年、幼稚園や特別養護老人ホーム等での演奏会交流訪問を
行っており大変喜ばれています。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

寒河江市社会福祉協議会だより寒河江市社会福祉協議会だより
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◆第54回市民福祉のまち大会

《寒河江市社会福祉協議会会長表彰》

〈町会長活動の功労〉

・安孫子　仁（寒河江地区）　

・三瓶　正博（寒河江地区）

・長岡　征弘（寒河江地区）　

・石山　　修（寒河江地区）

・落合　鐐藏（白岩地区）　　

・佐藤昭右衞門（白岩地区）

〈民生委員・児童委員活動の功労〉

・阿部　勝彦（寒河江地区）　・原　　　巖（寒河江地区）

・工藤　典子（寒河江地区）　・古澤　繁美（寒河江地区）

・新宮　征二（寒河江地区）　・大波なな子（寒河江地区）

・熊谷　賢昭（寒河江地区）　・大沼みさ子（寒河江地区）

・鶴谷　照美（寒河江地区）　・沖津　　節（南部地区）

・鈴木　隆子（南部地区）　　・須藤てる子（南部地区）

・渡邉　洋子（西根地区）　　・齋藤　　清（西根地区）

・尾形　賢美（西根地区）　　・鈴木　信子（西根地区）

・芳賀　　功（西根地区）　　・後藤　政明（三泉地区）

・菊地　恭子（三泉地区）　　・渡邉賀代子（三泉地区）

・佐竹まゆみ（柴橋地区）　　・佐藤　健哉（柴橋地区）

・菅野　　誠（柴橋地区）　　・髙橋　勝男（高松地区）

・佐藤　正利（高松地区）　　・大沼　健一（高松地区）

・髙橋　朝子（高松地区）　　・柏倉　元子（白岩地区）

・中村　吉子（白岩地区）　　・兼子　利春（白岩地区）

《寒河江市社会福祉協議会会長感謝状》

〈配食ボランティア活動の功労〉

・清野　英子（柴橋地区）

　８月24日にハートフルセンターを会場に『第54回市民福祉のまち大会』、11月13日に新庄市

民文化会館において『第63回山形県・県民福祉大会』が開催されました。

　それぞれの大会で日頃の社会福祉活動のご功績に対し表彰状が贈られました。

                         　　　　　　　     〔敬称略〕

〈地域福祉活動の功労（個人）〉

・小林スヅエ（西根地区）　　・軽部　京子（醍醐地区）

〈地域福祉活動の功労（団体）〉

・介助サポート笑顔会

◆第63回山形県・県民福祉大会

《県知事表彰》

〈民生委員・児童委員功労者〉

・後藤　善幸（寒河江地区）　・土田タミ子（南部地区）

〈社会福祉事業従事者等〉

・阿部　栄子（南部地区）

〈ボランティア功労者（個人）〉

・清野　敏子（寒河江地区）　

・渡邉せつ子（三泉地区）

〈ボランティア功労者（団体）〉

・市報音訳おとわの会　・要約筆記サークルたんぽぽ

《厚生労働大臣表彰》

〈ボランティア功労者（個人）〉

・森谷健太郎（寒河江地区）

〈ボランティア功労者（団体）〉

・よつば会

　　　　　　　　

　また、20年以上のボランティア功労として、寒

河江市から１個人１団体が厚生労働大臣表彰を受

賞され、11月29日、山形県庁にて伝達式が行われ

ました。

受賞されました皆様、誠におめでとうございます。
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　11月10日（日）、ハートフルセンターを会場にボランティアフェスティバル2013を開催しました。市内で
は、55のボランティアグループ、26の個人ボランティアが様々な分野で活動していますが、一堂に会し、日
頃の活動を市民の皆さまに知っていただき、地域につなげ広げていくことを目的に毎年開催し、今年で13回
目を迎えました。
　また、今年は、“村山ボランティアの輪”の事務局を本会が担っていることから、村山地域のボランティ
アグループにも参加していただきました。
　当日は、老人福祉施設等で慰問活動を行っている南部小学校の合わせ太鼓を始め、市内外の数グループが
ステージ発表し、各フロアに設けた、点字や傾聴、絵手紙や折り紙、楽器演奏などの体験コーナー、展示に
よる活動紹介コーナー、懐かしの映画上映コーナーなどは、大勢の方々で賑わいました。高校生による抹茶
のサービスや100円喫茶や玉こんにゃく・おにぎりのサービスでくつろぎながら子供からお年寄りまで幅広い
世代が思い思いに交流しました。
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客席の様子 傾聴体験コーナー  はあとの会 活動紹介コーナー

ステージ発表ハミングバーズ（天童市）
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◆第54回市民福祉のまち大会
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〈配食ボランティア活動の功労〉

・清野　英子（柴橋地区）

　８月24日にハートフルセンターを会場に『第54回市民福祉のまち大会』、11月13日に新庄市

民文化会館において『第63回山形県・県民福祉大会』が開催されました。

　それぞれの大会で日頃の社会福祉活動のご功績に対し表彰状が贈られました。

                         　　　　　　　     〔敬称略〕

〈地域福祉活動の功労（個人）〉

・小林スヅエ（西根地区）　　・軽部　京子（醍醐地区）

〈地域福祉活動の功労（団体）〉

・介助サポート笑顔会

◆第63回山形県・県民福祉大会

《県知事表彰》

〈民生委員・児童委員功労者〉

・後藤　善幸（寒河江地区）　・土田タミ子（南部地区）

〈社会福祉事業従事者等〉

・阿部　栄子（南部地区）

〈ボランティア功労者（個人）〉

・清野　敏子（寒河江地区）　

・渡邉せつ子（三泉地区）

〈ボランティア功労者（団体）〉

・市報音訳おとわの会　・要約筆記サークルたんぽぽ

《厚生労働大臣表彰》

〈ボランティア功労者（個人）〉

・森谷健太郎（寒河江地区）

〈ボランティア功労者（団体）〉

・よつば会

　　　　　　　　

　また、20年以上のボランティア功労として、寒

河江市から１個人１団体が厚生労働大臣表彰を受

賞され、11月29日、山形県庁にて伝達式が行われ

ました。

受賞されました皆様、誠におめでとうございます。
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頃の活動を市民の皆さまに知っていただき、地域につなげ広げていくことを目的に毎年開催し、今年で13回
目を迎えました。
　また、今年は、“村山ボランティアの輪”の事務局を本会が担っていることから、村山地域のボランティ
アグループにも参加していただきました。
　当日は、老人福祉施設等で慰問活動を行っている南部小学校の合わせ太鼓を始め、市内外の数グループが
ステージ発表し、各フロアに設けた、点字や傾聴、絵手紙や折り紙、楽器演奏などの体験コーナー、展示に
よる活動紹介コーナー、懐かしの映画上映コーナーなどは、大勢の方々で賑わいました。高校生による抹茶
のサービスや100円喫茶や玉こんにゃく・おにぎりのサービスでくつろぎながら子供からお年寄りまで幅広い
世代が思い思いに交流しました。

 100円喫茶コーナー ステージ発表  南部小学校

客席の様子 傾聴体験コーナー  はあとの会 活動紹介コーナー

ステージ発表ハミングバーズ（天童市）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
の
集
い

　ひ
と
り
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
方
々
に
楽

し
い
仲
間
づ
く
り
の
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
回
、
『
ふ
れ
あ
い

の
集
い
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
回
目

は
温
泉
地
へ
の
〝
小
旅
行
〞
、
２
回
目
は

秋
に
山
形
の
秋
の
風
物
詩
〝
い
も
煮
会
〞

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
の
小
旅
行
は
、
７
月
15
日

（
月
・
海
の
日
）
、
鶴
岡
市
由
良
温
泉
の

ホ
テ
ル
八
乙
女
へ
で
か
け
ま
し
た
。
当
日

は
、
前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
上
が

り
、
一
四
〇
名
の
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
一
六
三
名
が
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
６
台
に
分
乗
し
一
路
庄
内
へ
。
ホ

テ
ル
の
デ
ッ
キ
で
海
を
バ
ッ
ク
に
バ
ス
毎

記
念
撮
影
し
た
後
、
大
宴
会
場
で
海
の
幸

を
味
わ
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
近
況
を
語

り
合
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
た
り
…
大
浴
場
や
屋
上
露
天
風

呂
で
は
、
大
海
原

を

眺

め

な

が

ら

ゆ
っ
く
り
温
泉
に

つ

か

っ

て

リ

フ

レ
ッ
シ
ュ
し
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。
多
く
の
人

と
の
交
流
を
楽
し

み
、
庄
内
を
満
喫

し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

…

庄
内
で
楽
し
く
交
流…

…

庄
内
で
楽
し
く
交
流…



南
部
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会

南
部
コ
ス
モ
ス
会

市民の皆様のあたたかいご支援に心からお礼申し上げます。

平成25年度 社会福祉協議会会費 平成25年度 赤い羽根共同募金

平成25年度 歳末たすけあい募金

〈社会福祉協議会の諸事業に充当しております〉

〈県共同募金会に集約され、翌年度、福祉施設や団
　体、社会福祉協議会の事業費として配分されます〉

〈市内の要支援世帯、ひとり暮らし老人、寝たきり
　老人、心身障がい児・者等へ配分しました〉

（曹洞宗青年会様 35,500円、ガールスカウト様 13,009円、加藤怜様 10,209円、
　寒河江ロータリークラブ様 100,000円、匿名募金箱 37,635円）

・戸別募金
・法人、大口募金
・街頭募金
・学校募金
・職域募金、その他の募金

………………………3,437,524円
…………………1,086,887円

……………………………119,074円
……………………………221,081円

…………148,656円

・戸別募金
・篤志募金

……………………… 2,704,336円
…………………………196,353円

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

合  計　13,673,200円 合  計　5,013,222円

合  計　2,900,689円

平成25年度　社協会費・赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金平成25年度　社協会費・赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金

楽
し
く
気
軽
に
仲
間
と
集
え
る
憩
い
の
場
所

楽
し
く
気
軽
に
仲
間
と
集
え
る
憩
い
の
場
所

使途

使途

使途

〜
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
紹
介
〜

　南
部
コ
ス
モ
ス
会
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
と
民
生
児
童
委
員
で
作
っ
て
い
る
サ

ロ
ン
で
す
。
平
成
７
年
に
民
生
児
童
委
員

が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
た
ち
か
ら
困
り

ご
と
や
生
活
課
題
等
で
何
回
も
相
談
を
受

け
、
そ
の
対
策
の
一
つ
に
交
流
活
動
が
必

要
と
し
て
、
翌
８
年
２
月
８
日
に
発
足
し

ま
し
た
。
以
来
16
年
間
活
動
を
続
け
て
き

て
お
り
ま
す
。

　具
体
的
活
動
は
茶
話
会
（
映
画
鑑
賞
、

生
け
花
教
室
、
芋
煮
会
な
ど
）

野
外
研
修
（
三
十
三
観
音
参
り
、
施
設
見

学
、
温
泉
入
浴
な
ど
）
、
学
童
保
育
と
世

代
交
流
会
な
ど
南
部
地
区
公
民
館
を
主
会

場
と
し
て
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ

な
行
事
計
画
を
立
て
て
楽
し
い
交
流
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
員
は
26
名
で

70
歳
か
ら
95
歳
ま
で
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
月
１
回
の
活
動
で
す
が
元
気
な
笑
顔

が
集
ま
る
と
「
元
気

に
し
っ
た
け
が
」
と

声
掛
け
合
い
一
気
に

活
気
づ
き
ま
す
。

　今
後
も
み
ん
な
で

楽
し
く
サ
ロ
ン
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

佐
藤
富
士
夫

は
つ
ら
つ
本
楯
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
つ
ら
つ
本
楯
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　は
つ
ら
つ
本
楯
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
始
ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
も
今
年

で
13
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　第
二
、
第
四
火
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
毎

回
20
名
前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
、
80
歳
代
が
主

で
92
歳
の
方
も
毎
回
元
気
で
出
席
さ
れ
る

他
、
地
区
内
に
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
さ

ん
の
入
居
者
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　サ
ロ
ン
の
内
容
は
、
お
茶
を
飲
ん
で
お

し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
主
で
す
が
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
、
替
え
歌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
川
柳
等
々
の

他
、
頭
の
体
操
な
ど
で
少
し
で
も
ボ
ケ
防
止

に
通
じ
れ
ば
と
願
い
大
き
な
声
で
歌
い
笑
い

過
ご
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
ド
ラ
マ
「
お

し
ん
」
の
幼
少
の
頃
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
楽

し
ん
だ
と
こ
ろ
で
し
た
。
普
段
は
公
民
館
で

の
サ
ロ
ン
で
す
が
、
足
腰
が
弱
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
小
旅
行
や
食
事
会
、
そ
し
て
外

部
の
催
し
へ
参
加
し

見
聞
を
広
げ
て
い
ま

す
。
私
達
役
員
も
元

気
を
与
え
る
べ
き
で

す
が
逆
に
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
楽
し
く
元
気

な
お
茶
飲
み
会
で
あ

る
事
を
願
い
ま
す
。

大
江

　松
雄

4

　南
部
地
区
福
祉
推
進
員
は
、
町

会
長
８
名
、
選
出
福
祉
推
進
員
12

名
、
計
20
名
で
構
成
し
て
い
ま

す
。　南

部
社
協
が
中
心
に
、
６
月
、

11
月
に
民
生
児
童
委
員
と
福
祉
推

進
員
の
交
流
発
表
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　研
修
会
の
際
に
、
市
社
協
地
域

福
祉
専
門
員
、
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長
の
ご
講
義
を
い
た
だ

き
、
ま
た
福
祉
推
進
員
の
巡
視
活

　ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活
動
を
す
る
地
域
福
祉
推
進
員
制

度
で
す
が
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　お
陰
様
で
、
市
内
二
〇
一
町
会
中
、
一
八
七
町
会
に
二
五
四
名
の
福
祉
推
進
員
さ
ん
が

選
任
さ
れ
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　３
月
い
っ
ぱ
い
で
１
期
目
が
終
了
し
ま
す
。
当
初
は
、
は
じ
め
て
の
制
度
へ
の
取
り
組

み
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
か
等
、
推
進
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お

か
け
し
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
３
年
間
、
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　４
月
か
ら
は
、
新
た
に
２
期
目
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
市
や
社
協
が
協
働
で
進
め
る
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
更
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

つ
な
が
る
地
域･･･

地
域
福
祉
推
進
員
制
度･･･

 

７
月
11
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　福
祉
推
進
員
の
役
割
や
町
会
長
さ
ん
、
担

当
民
生
児
童

委
員
さ
ん
と

の
連
携
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
や
信
頼

関
係
な
ど
見

守
り
や
支
え

合
い
活
動
を

進
め
る
た
め

の
基
本
を
学

ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
任
者
研
修
会

 

12
月
６
日
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

 

研
修
会
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
地

域
福
祉
推
進
員
の
皆
様
か
ら
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
の
健
康
福
祉
課
か
ら
は
、
市

で
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
の
見
守
り
関
連
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
社
協
で
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
つ
い
て
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
研
修
会

地区社協トピックス地区社協トピックス
「
福
祉
推
進
員
と
民
生
委
員
の
交
流
発
表
会
」

「
健
康
講
話
会
」

岡
澤

　利
夫

庄
司

　
　寛

動
実
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の

実
情
を
お
互
い
に
知
り
合
い
、
対
応

対
策
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後

一
層
交
流
を

深
め
、
地
域

福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
築

い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　毎
年
行
っ
て
い
る
「
健
康
講
話

会
」
で
す
が
、
今
年
度
、
折
居
内

科
医
院
の
折
居
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
『
達
者
を
全
う
す
る
』
と
い

う
演
題
で
お
話
を
お
き
き
し
ま
し

た
。　長

年
、
在
宅
医
療
を
な
さ
っ
て

い
る
経
験
の
中
か
ら
の
お
話
で
、

と
て
も
参
考
に
な
る
内
容
で
し

た
。　先

生
の
お
話
の
中
で
、
特
に
印
象

に
強
く
残
っ
た
こ
と
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
人
な
り
の
心
の
ス
イ
ッ
チ
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

醍
醐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

醍
醐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

長
年
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
人

も
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ
に
触
れ
る
と
笑

顔
を
取
り
戻
し
た
り
、
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
取
り
戻
し
た
り
、
人
の

話
を
素
直
に
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
部
分
で
し
た
。

　時
に
は
大
笑

い
し
、
時
に
は

な
る
ほ
ど
と
思

っ
た
り
し
な
が

ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が

過
ぎ
た
講
演
会

で
し
た
。
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会
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画
鑑
賞
、

生
け
花
教
室
、
芋
煮
会
な
ど
）

野
外
研
修
（
三
十
三
観
音
参
り
、
施
設
見

学
、
温
泉
入
浴
な
ど
）
、
学
童
保
育
と
世

代
交
流
会
な
ど
南
部
地
区
公
民
館
を
主
会

場
と
し
て
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ

な
行
事
計
画
を
立
て
て
楽
し
い
交
流
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
員
は
26
名
で

70
歳
か
ら
95
歳
ま
で
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
月
１
回
の
活
動
で
す
が
元
気
な
笑
顔

が
集
ま
る
と
「
元
気

に
し
っ
た
け
が
」
と

声
掛
け
合
い
一
気
に

活
気
づ
き
ま
す
。

　今
後
も
み
ん
な
で

楽
し
く
サ
ロ
ン
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

佐
藤
富
士
夫

は
つ
ら
つ
本
楯
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
つ
ら
つ
本
楯
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　は
つ
ら
つ
本
楯
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
始
ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
も
今
年

で
13
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　第
二
、
第
四
火
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
毎

回
20
名
前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
、
80
歳
代
が
主

で
92
歳
の
方
も
毎
回
元
気
で
出
席
さ
れ
る

他
、
地
区
内
に
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
さ

ん
の
入
居
者
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　サ
ロ
ン
の
内
容
は
、
お
茶
を
飲
ん
で
お

し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
主
で
す
が
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
、
替
え
歌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
川
柳
等
々
の

他
、
頭
の
体
操
な
ど
で
少
し
で
も
ボ
ケ
防
止

に
通
じ
れ
ば
と
願
い
大
き
な
声
で
歌
い
笑
い

過
ご
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
ド
ラ
マ
「
お

し
ん
」
の
幼
少
の
頃
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
楽

し
ん
だ
と
こ
ろ
で
し
た
。
普
段
は
公
民
館
で

の
サ
ロ
ン
で
す
が
、
足
腰
が
弱
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
小
旅
行
や
食
事
会
、
そ
し
て
外

部
の
催
し
へ
参
加
し

見
聞
を
広
げ
て
い
ま

す
。
私
達
役
員
も
元

気
を
与
え
る
べ
き
で

す
が
逆
に
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
楽
し
く
元
気

な
お
茶
飲
み
会
で
あ

る
事
を
願
い
ま
す
。

大
江

　松
雄
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地区名
一　　般 賛　　助

会員（世帯） 会費（円） 会員（世帯） 会費（円）

寒河江 4,839 5,806,800 77 158,200

南　部 1,382 1,658,400 14 31,000

西　根 1,159 1,390,800 45 42,000

柴　橋 1,280 1,536,000 33 73,000

高　松 764 916,800 37 75,000

醍　醐 314 376,800 14 30,200

白　岩 780 936,000 40 81,000

三　泉 391 469,200 21 42,000

合　計 10,909 13,090,800 281 582,400

　南
部
地
区
福
祉
推
進
員
は
、
町

会
長
８
名
、
選
出
福
祉
推
進
員
12

名
、
計
20
名
で
構
成
し
て
い
ま

す
。　南

部
社
協
が
中
心
に
、
６
月
、

11
月
に
民
生
児
童
委
員
と
福
祉
推

進
員
の
交
流
発
表
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　研
修
会
の
際
に
、
市
社
協
地
域

福
祉
専
門
員
、
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長
の
ご
講
義
を
い
た
だ

き
、
ま
た
福
祉
推
進
員
の
巡
視
活

　ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活
動
を
す
る
地
域
福
祉
推
進
員
制

度
で
す
が
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　お
陰
様
で
、
市
内
二
〇
一
町
会
中
、
一
八
七
町
会
に
二
五
四
名
の
福
祉
推
進
員
さ
ん
が

選
任
さ
れ
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　３
月
い
っ
ぱ
い
で
１
期
目
が
終
了
し
ま
す
。
当
初
は
、
は
じ
め
て
の
制
度
へ
の
取
り
組

み
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
か
等
、
推
進
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お

か
け
し
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
３
年
間
、
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　４
月
か
ら
は
、
新
た
に
２
期
目
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
市
や
社
協
が
協
働
で
進
め
る
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
更
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

つ
な
が
る
地
域･･･

地
域
福
祉
推
進
員
制
度･･･

 

７
月
11
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　福
祉
推
進
員
の
役
割
や
町
会
長
さ
ん
、
担

当
民
生
児
童

委
員
さ
ん
と

の
連
携
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
や
信
頼

関
係
な
ど
見

守
り
や
支
え

合
い
活
動
を

進
め
る
た
め

の
基
本
を
学

ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
任
者
研
修
会

 

12
月
６
日
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

 

研
修
会
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
地

域
福
祉
推
進
員
の
皆
様
か
ら
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
の
健
康
福
祉
課
か
ら
は
、
市

で
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
の
見
守
り
関
連
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
社
協
で
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
つ
い
て
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
研
修
会

地区社協トピックス地区社協トピックス
「
福
祉
推
進
員
と
民
生
委
員
の
交
流
発
表
会
」

「
健
康
講
話
会
」

岡
澤

　利
夫

庄
司

　
　寛

動
実
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の

実
情
を
お
互
い
に
知
り
合
い
、
対
応

対
策
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後

一
層
交
流
を

深
め
、
地
域

福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
築

い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　毎
年
行
っ
て
い
る
「
健
康
講
話

会
」
で
す
が
、
今
年
度
、
折
居
内

科
医
院
の
折
居
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
『
達
者
を
全
う
す
る
』
と
い

う
演
題
で
お
話
を
お
き
き
し
ま
し

た
。　長

年
、
在
宅
医
療
を
な
さ
っ
て

い
る
経
験
の
中
か
ら
の
お
話
で
、

と
て
も
参
考
に
な
る
内
容
で
し

た
。　先

生
の
お
話
の
中
で
、
特
に
印
象

に
強
く
残
っ
た
こ
と
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
人
な
り
の
心
の
ス
イ
ッ
チ
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

醍
醐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

醍
醐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

長
年
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
人

も
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ
に
触
れ
る
と
笑

顔
を
取
り
戻
し
た
り
、
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
取
り
戻
し
た
り
、
人
の

話
を
素
直
に
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
部
分
で
し
た
。

　時
に
は
大
笑

い
し
、
時
に
は

な
る
ほ
ど
と
思

っ
た
り
し
な
が

ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が

過
ぎ
た
講
演
会

で
し
た
。
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福
祉
活
動
応
援
助
成
金
交
付
事
業

福
祉
活
動
応
援
助
成
金
交
付
事
業

　本
会
で
は
、「
共
育
」・「
協
働
」の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

福
祉
活
動
団
体
な
ど
が
行
う
社
会
福
祉
活
動
や
先
導
的
な
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、４
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
事
業
助
成
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
２
団
体
の
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
読
み
語
り
の
会

　私
達
の
会
は
、
毎
週
木
曜
日
に
寒
河
江
小
学
校

と
寒
河
江
中
部
小
学
校
へ
交
互
に
出
向
き
、
１
年

か
ら
６
年
ま
で
の
全
ク
ラ
ス
へ
一
斉
に
入
っ
て
の

朝
の
絵
本
読
み
語
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
16

年
目
の
活
動
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
は
20
歳
代
か
ら

70
歳
代
の
52
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も

読
み
語
り
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

私
達
も
、
彼
ら
の
心
に
届
く
絵
本
を
探
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
の
応
援
事
業
よ
り
、
26
冊
の
絵
本
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
宮
城
県
荒
浜
小
学
校
で
の
読
み
語
り
へ
も

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
の
傷
跡
も
残

る
中
、
少
し
で
も
絵
本
で
笑
顔
を
届
け
ら
れ
た
ら

の
活
動
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
絵
本

を
通
し
て
、
多
く
の
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

：
：
子
ど
も
達
の
笑
顔

の
た
め
に
：
：

代
表　

鈴
木
多
鶴
子

高
松
小
絵
本
の
会

　私
達
は
高
松
小
学
校
で
本
の
読
み
聞
か
せ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
西
部
地
区
公
民

館
な
ど
の
活
動
も
増
え
、
絵
本
だ
け
で
な
い
研

修
を
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
福
祉
活

動
応
援
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
「
人
形
劇
団
が

ら
く
た
座
」
の
木
島
知
草
さ
ん
を
迎
え
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
長
野
県
在
住
の
木
島
さ
ん

は
、
長
年
「
生
と
性
と
死
」
に
係
る
人
権
運
動

を
続
け
ら
れ
、
ま
た
月
1
回
被
災
地
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
活
動
の
様
子

も
伺
う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
4
月
か
ら
開
所
し
た
高
松
学
童

ク
ラ
ブ
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
人
形
劇
の
公
演
を
し
、
子
ど
も
達
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 代

表　

木
村

　美
紀

　東
日
本
大
震
災
で
寒
河
江
に
避
難
し
て
い
る
方
（
現
在
二
三
四
名
）
の
引

き
こ
も
り
・
孤
立
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
１
月
29
日
（
水
）
に
〝
新
春
山

形
の
方
言
か
る
た
大
会
〞
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　普
通
の
か
る
た
で
は
な
く
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
〝
山
形
の
方
言
か

る
た
〞
を
使
っ
た
大
人
達
の
か
る
た
取
り
で
す
。
は
じ
め
に
１
回
Ｃ
Ｄ
を
聞

い
て
意
味
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
山
形
県
民
に
と
っ
て
も
馴
染

み
が
少
な
い
方
言
な
ど
も
あ
り
、
ま
し
て
、
宮
城
や
福
島
か
ら
来
た
方
た
ち

に
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
表
現
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ら
い
さ
ま
＝
雷
様

な
ど
は
福
島
の
方
も
同
じ
表
現
を
す
る
よ
う
で
し
た
が
、
「
全
く
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
！
」
そ
ん
な
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
こ
は
か
る
た
の
い
い
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
の
一
文
字
が
聞
き
取
れ
れ
ば
ゲ

ー
ム
は
進
み
ま
し
た
。
参
加
者
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
ア
ッ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
参
加
賞
の
ほ
か
３
位
ま
で
の
方

に
は
賞
品
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

避
難
者
と
カ
ル
タ
取
り
大
会

避
難
者
と
カ
ル
タ
取
り
大
会

　12
月
２
日
（
月
）
、
３
日
（
火
）
、
４
日
（
水
）
の
３
日
間
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
視
覚
障

が
い
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
初
級
編
）
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　も
っ
と
社
会
の
情
報
を
知
り
た
い
、
社
会
参
加
し
た
い
と
い
う
、
視
覚
障
が
い
者
の
要
望
を
受
け
、

情
報
収
集
や
情
報
伝
達
の
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
実
施
し
た
も
の
で

す
。　教

室
で
は
、
５
名
の
参
加
者
が
、
N
P
O
法
人
障
が
い
者
情
報
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
あ
い
む
ネ
ッ

ト
の
５
名
の
講
師
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
音
声
ガ
イ
ド
に

よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
キ
ー
の
配
列
、
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
操
作
、
文

字
入
力
、
文
字
変
換
、
保
存
の
仕
方
等
を
習
得
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、
「
基
礎
的
な
こ
と
を
学
習
で
き
参
加
し
て
よ
か
っ

た
。
」
「
せ
っ
か
く
習
っ
た
こ
と
を
家
で
も
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
。
」
「
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
や
り
た
い
の
で
中
級
編
、
上
級
編

も
開
催
し
て
ほ
し
い
。
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
大
変
有
意
義
な
教
室
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
向
け
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室（
初
級
編
）

視
覚
障
が
い
者
向
け
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室（
初
級
編
）

　白
岩
に
一
五
〇
円
で
入
浴
で
き
る
温
泉
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
血
行
促
進
、

あ
っ
た
ま
り
の
湯
と
し
て
地
元
で
は
評
判
の

お
風
呂
で
す
。
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　３
月
に
は
雛
ま
つ
り
め
ぐ
り
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
業
所
紹
介

　平
成
25
年
12
月
19
日
、
総
合
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
み
ち
の
く
マ
ジ
シ
ャ

ン
京
谷
弘
さ
ん
に
よ
る
「
京
楽
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
」
当
日
は
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
親
子
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
〜
ん
」
と
い
う
、
子
ど
も

達
の
元
気
な
呼
び
声
と
と
も
に
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
で
京
谷
さ
ん
が
登

場
す
る
と
、
子
ど
も
達
は
大
喜
び
。

　目
の
前
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
不
思

議
な
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
に
、
大
人
も
子

ど
も
も
目
が
釘
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
催
し
物
を
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ご
一
緒
に
家
族
み
ん

な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

と
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
が
会
員
と

な
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
相
互
援
助
活
動
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
登
録
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　※
一
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金
は
五

〇
〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

ゆ
め
は
ー
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
は
ー
と
）

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
は
ー
と
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
：
月
〜
金
　
９
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
土
・
日
・
祝
日
　
９
時
〜
17
時

休
館
日
：
毎
月
第
３
日
曜
日
及
び

　
　
　
　
　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

利
用
料
：
無
料

対
象
者
：
乳
幼
児
か
ら
18
歳
未
満
ま
で
の
児
童

　
　
　
　
　※

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴

電
　
話
：
83‐

３
２
２
５

開
館
時
間
：
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
火
〜
金
・
土
・
日
・
祝
日

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
・
第
3
日
曜
日

利
用
料
：
一
五
〇
円
（
半
日
）

電
　
話
：
87‐

１
３
２
８

※

温
泉
は
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
常
備

※

60
歳
以
上
の
方
限
定
の
施
設
で
す
。

援助の依頼

調整

援助の協力

ファミリー・
サポート・センター

育児の援助を
行ないたい方

（アドバイザー）
協力会員と依頼会員の
引き合わせと連絡

（協力会員）

育児の援助を
受けたい方
（依頼会員）

４／１２

５／２

５／９

５／２５

５／１８

６／７

６／１４

６／２１

７／５

７／２５

８／８

８／２２

９／２７

１０／１８

１０／２５

１１／２

１１／２０

１１／２８

１１／１３～１５

１１／１４

２／１

２／１

２／８

３／２８

第１回介護予防教室

置賜桜回廊めぐり

第２回介護予防教室

春の映画鑑賞会

世代間交流事業（共催）

第３回介護予防教室

ヒメサユリ観賞会

バラの花観賞会

第1回落語を楽しむ会

蒟蒻懐石を食べる会

蓮の華観賞会

寒河江ダム見学会

コスモスの花観賞会

紅葉観賞・夫婦観音

野草園観察

秋の映画鑑賞会

蒟蒻懐石を食べる会

大泉逸郎歌謡ショー

センターまつり

落語を楽しむ会

冬の映画鑑賞会

世代間交流会（共通）

世代間交流会（共通）

雛まつりめぐり

25年度実施のセンター企画事業 ♨♨
小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉
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　本
会
で
は
、「
共
育
」・「
協
働
」の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

福
祉
活
動
団
体
な
ど
が
行
う
社
会
福
祉
活
動
や
先
導
的
な
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、４
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
事
業
助
成
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
２
団
体
の
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
読
み
語
り
の
会

　私
達
の
会
は
、
毎
週
木
曜
日
に
寒
河
江
小
学
校

と
寒
河
江
中
部
小
学
校
へ
交
互
に
出
向
き
、
１
年

か
ら
６
年
ま
で
の
全
ク
ラ
ス
へ
一
斉
に
入
っ
て
の

朝
の
絵
本
読
み
語
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
16

年
目
の
活
動
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
は
20
歳
代
か
ら

70
歳
代
の
52
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も

読
み
語
り
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

私
達
も
、
彼
ら
の
心
に
届
く
絵
本
を
探
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
の
応
援
事
業
よ
り
、
26
冊
の
絵
本
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
宮
城
県
荒
浜
小
学
校
で
の
読
み
語
り
へ
も

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
の
傷
跡
も
残

る
中
、
少
し
で
も
絵
本
で
笑
顔
を
届
け
ら
れ
た
ら

の
活
動
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
絵
本

を
通
し
て
、
多
く
の
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

：
：
子
ど
も
達
の
笑
顔

の
た
め
に
：
：

代
表　

鈴
木
多
鶴
子

高
松
小
絵
本
の
会

　私
達
は
高
松
小
学
校
で
本
の
読
み
聞
か
せ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
西
部
地
区
公
民

館
な
ど
の
活
動
も
増
え
、
絵
本
だ
け
で
な
い
研

修
を
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
福
祉
活

動
応
援
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
「
人
形
劇
団
が

ら
く
た
座
」
の
木
島
知
草
さ
ん
を
迎
え
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
長
野
県
在
住
の
木
島
さ
ん

は
、
長
年
「
生
と
性
と
死
」
に
係
る
人
権
運
動

を
続
け
ら
れ
、
ま
た
月
1
回
被
災
地
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
活
動
の
様
子

も
伺
う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
4
月
か
ら
開
所
し
た
高
松
学
童

ク
ラ
ブ
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
人
形
劇
の
公
演
を
し
、
子
ど
も
達
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 代

表　

木
村

　美
紀

　東
日
本
大
震
災
で
寒
河
江
に
避
難
し
て
い
る
方
（
現
在
二
三
四
名
）
の
引

き
こ
も
り
・
孤
立
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
１
月
29
日
（
水
）
に
〝
新
春
山

形
の
方
言
か
る
た
大
会
〞
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　普
通
の
か
る
た
で
は
な
く
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
〝
山
形
の
方
言
か

る
た
〞
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た
大
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達
の
か
る
た
取
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で
す
。
は
じ
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に
１
回
Ｃ
Ｄ
を
聞
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て
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認
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、
私
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ち
山
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て
も
馴
染
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少
な
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言
な
ど
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あ
り
、
ま
し
て
、
宮
城
や
福
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か
ら
来
た
方
た
ち

に
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
表
現
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ら
い
さ
ま
＝
雷
様

な
ど
は
福
島
の
方
も
同
じ
表
現
を
す
る
よ
う
で
し
た
が
、
「
全
く
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
！
」
そ
ん
な
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
こ
は
か
る
た
の
い
い
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
の
一
文
字
が
聞
き
取
れ
れ
ば
ゲ

ー
ム
は
進
み
ま
し
た
。
参
加
者
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
ア
ッ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
参
加
賞
の
ほ
か
３
位
ま
で
の
方

に
は
賞
品
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

避
難
者
と
カ
ル
タ
取
り
大
会

避
難
者
と
カ
ル
タ
取
り
大
会

　12
月
２
日
（
月
）
、
３
日
（
火
）
、
４
日
（
水
）
の
３
日
間
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
視
覚
障

が
い
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
初
級
編
）
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　も
っ
と
社
会
の
情
報
を
知
り
た
い
、
社
会
参
加
し
た
い
と
い
う
、
視
覚
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が
い
者
の
要
望
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受
け
、

情
報
収
集
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情
報
伝
達
の
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
実
施
し
た
も
の
で

す
。　教

室
で
は
、
５
名
の
参
加
者
が
、
N
P
O
法
人
障
が
い
者
情
報
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
あ
い
む
ネ
ッ

ト
の
５
名
の
講
師
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
音
声
ガ
イ
ド
に

よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
キ
ー
の
配
列
、
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
操
作
、
文

字
入
力
、
文
字
変
換
、
保
存
の
仕
方
等
を
習
得
し
ま
し
た
。

　参
加
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か
ら
は
、
「
基
礎
的
な
こ
と
を
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習
で
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て
よ
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っ
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ト
も
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い
の
で
中
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、
上
級
編

も
開
催
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て
ほ
し
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。
」
な
ど
の
感
想
を
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た
だ
き
大
変
有
意
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な
教
室
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
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思
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て
い
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
向
け
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室（
初
級
編
）

視
覚
障
が
い
者
向
け
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室（
初
級
編
）

　白
岩
に
一
五
〇
円
で
入
浴
で
き
る
温
泉
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
血
行
促
進
、

あ
っ
た
ま
り
の
湯
と
し
て
地
元
で
は
評
判
の

お
風
呂
で
す
。
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　３
月
に
は
雛
ま
つ
り
め
ぐ
り
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
業
所
紹
介

　平
成
25
年
12
月
19
日
、
総
合
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
み
ち
の
く
マ
ジ
シ
ャ

ン
京
谷
弘
さ
ん
に
よ
る
「
京
楽
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
」
当
日
は
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
親
子
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
〜
ん
」
と
い
う
、
子
ど
も

達
の
元
気
な
呼
び
声
と
と
も
に
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
で
京
谷
さ
ん
が
登

場
す
る
と
、
子
ど
も
達
は
大
喜
び
。

　目
の
前
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
不
思

議
な
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
に
、
大
人
も
子

ど
も
も
目
が
釘
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
催
し
物
を
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ご
一
緒
に
家
族
み
ん

な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

と
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
が
会
員
と

な
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
相
互
援
助
活
動
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
登
録
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　※
一
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金
は
五

〇
〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

ゆ
め
は
ー
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
は
ー
と
）

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
は
ー
と
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
：
月
〜
金
　
９
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
土
・
日
・
祝
日
　
９
時
〜
17
時

休
館
日
：
毎
月
第
３
日
曜
日
及
び

　
　
　
　
　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

利
用
料
：
無
料

対
象
者
：
乳
幼
児
か
ら
18
歳
未
満
ま
で
の
児
童

　
　
　
　
　※

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴

電
　
話
：
83‐

３
２
２
５

開
館
時
間
：
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
火
〜
金
・
土
・
日
・
祝
日

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
・
第
3
日
曜
日

利
用
料
：
一
五
〇
円
（
半
日
）

電
　
話
：
87‐

１
３
２
８

※

温
泉
は
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
常
備

※

60
歳
以
上
の
方
限
定
の
施
設
で
す
。

援助の依頼

調整

援助の協力

ファミリー・
サポート・センター

育児の援助を
行ないたい方

（アドバイザー）
協力会員と依頼会員の
引き合わせと連絡

（協力会員）

育児の援助を
受けたい方
（依頼会員）

４／１２

５／２

５／９

５／２５

５／１８

６／７

６／１４

６／２１

７／５

７／２５

８／８

８／２２

９／２７

１０／１８

１０／２５

１１／２

１１／２０

１１／２８

１１／１３～１５

１１／１４

２／１

２／１

２／８

３／２８

第１回介護予防教室

置賜桜回廊めぐり

第２回介護予防教室

春の映画鑑賞会

世代間交流事業（共催）

第３回介護予防教室

ヒメサユリ観賞会

バラの花観賞会

第1回落語を楽しむ会

蒟蒻懐石を食べる会

蓮の華観賞会

寒河江ダム見学会

コスモスの花観賞会

紅葉観賞・夫婦観音

野草園観察

秋の映画鑑賞会

蒟蒻懐石を食べる会

大泉逸郎歌謡ショー

センターまつり

落語を楽しむ会

冬の映画鑑賞会

世代間交流会（共通）

世代間交流会（共通）

雛まつりめぐり

25年度実施のセンター企画事業 ♨♨
小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ 白岩温泉
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3月から受付開始！！

　私
達
は
、
市
立
図
書
館
の
「
こ
ど
も
の

へ
や
」
で
月
１
回
（
第
３
土
曜
の
午
後
）

に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。
第
１
土

曜
の
午
後
は
研
修
会
を
し
て
お
り
、
次
回

の
予
定
を
た
て
た
り
、
「
作
っ
て
遊
ぼ

う
」
の
準
備
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
や
公
民
館
な
ど

に
も
出
前
を
し
て
い
ま
す
。

昭
和
62
年
に
発
足
、
い
つ
の
間
に
か
29
年

目
に
入
り
ま
す
。
会
員
は
13
名
、
30
代
か

ら
80
代
ま
で
と
年
齢
幅
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
発
揮
し
な
が
ら

仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
「
決
し
て
無

理
を
し
な
い
、
さ
さ
や
か
で
も
長
続
き
す

る
こ
と
が
大
事
」
が
信
条
で
す
。

　市
報
に
実
施
日
を
載
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
今
月
は
ど
の
位
来
て
く
れ
る
か

を
予
想
し
な
が
ら
準
備
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
日
は
や
は
り
寂
し
い
で
す
。
ど
う
し

た
ら
沢
山
来
て

も
ら
え
る
か
が

今
の
課
題
で
す
。

男
女
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。
興

味
の
あ
る
方
は

ど
う
ぞ
。
会
費

は
二
千
円
で
す
。

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

代
表

　土
田
ヨ
ウ
子

い
っ
ち
ゃ
ん
会

　私
達
は
、
全
国
で
唯
一
の
学
科
「
果
樹
園

芸
科
」
で
学
ん
で
い
ま
す
。
オ
ウ
ト
ウ
や
リ

ン
ゴ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
果
樹
の
栽

培
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
サ
イ
ネ
リ
ア
な
ど
の
花

き
の
栽
培
に
つ
い
て
実
習
を
多
く
取
り
入
れ

な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
果
樹
園
芸
科
な
ら
で
は
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。
12
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
行
う
「
花
鉢
訪
問
」
で
す
。
実
習

で
育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
花
鉢
を
リ
ボ

ン
で
丁
寧
に
飾
り
つ
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
と
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
で
す
。

寒
河
江
市
内
の
福
祉
施
設
を
中
心
に
訪
問
し

て
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
近
隣
の
お
年
寄
り
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
家

庭
に
は
、
花
を
見
て
和
ま
せ
て
ほ
し
い
、
外

は
雪
景
色
で
も
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
花
鉢
を
届
け
て
い
ま
す
。

　人
数
は
少
な
く

と
も
学
校
の
特
性

を
活
か
し
て
、
地

域
へ
の
奉
仕
活
動

に
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
は
み
ん

な
の
た
め
に
。
み

ん
な
は
ひ
と
り
の

た
め
に
。
」

寒
河
江
高
等
学
校
農
業
校
舎

　
　
　
　
　
　

　代
表

　３
年

　川
田
皐
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
好
会
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わわ
れれ
らら

8

寒河江市社会福祉協議会　電話８３－３２２０お 問 合 わ せ

　低所得世帯を対象とし、高校・専門学校・短大・大学への支度金や学費を無利子で貸付支援しております。
（原則として連帯借受人が必要です。また、お住まいの地域の民生児童委員さんの相談・支援が必要となります。）

社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内

●福祉サービスの情報提供、支払い手続き、事務手続き

高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などで、福祉サービスの利用をしたいけどよくわからない、お金の

管理や引き出しができないなど日常生活に不安のある方を支援します。

福祉サービス利用援助事業　福祉サービス利用援助事業　～金銭管理のお手伝いをします～

福祉サービス利用のお手伝い

●年金や生活費の引き出しや公共料金などの支払い

日常的な金銭の出し入れの手伝い

●預金通帳、印鑑、年金証書など

大切な書類等の預かり
●１回1,500円

利用料

資金種類

教育支援費

高校・大学・専門学校に
就学するのに必要な経費

高校　月35,000円以内
高専　月60,000円以内
短大　月60,000円以内
大学　月65,000円以内 卒業後

6カ月
以内

就学
期間の
2～3倍
程度の
年数

無利子

500,000円以内
入学に際し必要な経費

就学支度費

貸付内容 貸付限度額 据置期間 償還期限 利　子

教育支援資金貸付のご案内教育支援資金貸付のご案内

授業料・学校諸費・部費・
通学費・家賃　等（ ）
入学金・制服・教材費・自
転車・部活用具・電化生活
用品・アパート敷金礼金等（ ）

　活動内容は、おおよそ月1回利用者を訪問し、

日常の金銭管理を計画的に支援するお手伝いで

す。現在４名の生活支援員が活躍しています。

一緒に活動しませんか？　　

生活支援員募集

●車いす　●輪投げセット　●綿菓子機　 

●ポップコーン機　●かき氷機　

●バーべキュー用鉄板セット　●うす・杵　

寒河江市社協では、車いすを必要とする方に一時

的に車いすの貸出をしています。また、地域のふ

れあいがより活発に行われるよう機材の貸出をし

ています。町内会、子ども会、老人クラブ等の行

事や集会等にご活用ください。どちらも利用料金

は無料です。

福祉バス利用について福祉バス利用についてふれあい相談所のご案内ふれあい相談所のご案内
寒河江市福祉バス(定員26人)は、社会福祉を目的

とした大会や研修会への参加などに利用できます。

福祉関係機関や福祉団体で実施する事業等対　象
予約は社協窓口及び電話で受付します。申　込

26年度の
予約は

3月より受付

26年度の
予約は

3月より受付

車いす・機材等貸出のご案内車いす・機材等貸出のご案内
26年度の
予約は

3月より受付

26年度の
予約は

3月より受付

●一般相談　毎週水曜日

●法律相談　毎月１回（予約が必要です）

●行政相談　毎月第２水曜日

●登記相談　毎月１回（予約が必要です）

※相談は無料。電話でも応じます。　※秘密は厳守

します。　※法律相談、登記相談の日時は市報で

お知らせします。

日常生活の心配ごとや悩みなど何でも
ご相談ください。

時　間　午後１時～４時
　　　　（法律相談は午後１時３０分から４時３０分）

場　所　ハートフルセンター２階
　　　　ふれあい相談室

電　話　86－7867
な　や　む　な

通帳通帳通帳
印印印

通帳通帳
印印
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ま
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。
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決
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、
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で
も
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る
こ
と
が
大
事
」
が
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条
で
す
。
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に
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日
を
載
せ
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も
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ま
す
が
、
今
月
は
ど
の
位
来
て
く
れ
る
か

を
予
想
し
な
が
ら
準
備
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
日
は
や
は
り
寂
し
い
で
す
。
ど
う
し

た
ら
沢
山
来
て

も
ら
え
る
か
が

今
の
課
題
で
す
。

男
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問
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ま
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ん
。
興
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の
あ
る
方
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う
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。
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す
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。
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。
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。
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と
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と
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保険の種類

ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険

国内のボランティア活動中に起こる様々な事故に
対する備えとして、無償で活動するボランティア
の方々のための保険制度です。

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行
う各種行事における様々な事故に対する保険制度
です。

主な補償内容

保　険　料

補 償 期 間 加入日の翌日から年度末日まで 行事開催期間

Ａプラン Ｂプラン Ａ・Ｂ共通

死亡保険金 1,200万円 1,800万円 500万円

後遺障害保険金 1,200万円 1,800万円 500万円

入院保険金日額 6,500円 10,000円 3,500円

手術
保険金

入院中の
手術 65,000円 100,000円 35,000円

外来の
手術 32,500円 50,000円 17,500円

通院保険金日額 4,000円 6,000円 2,200円

賠償責任 5憶円 5憶円 対人賠償 ２憶円

対物賠償 1,000万円

Ａプラン Ｂプラン

基本タイプ 300円 450円

天災タイプ※ 460円 690円

Ａ１ 28円 Ａ２ 126円

1泊 2日 224円 3泊 4日 280円
2泊 3日 275円 4泊 5日 331円

（1名・年間） 〈Ａプラン：宿泊を伴わない行事（1日1名につき）〉

〈Bプラン：宿泊を伴う行事（1日1名につき）〉

◎申込書類は寒河江市社会福祉協議会にあります。保険料を添えて加入手続きをして下さい。その他、「福祉サービス総合保障」
　「送迎サービス保障」があります。なお寒河江市民は基本タイプ Aプラン（300 円）の保険料が半額補助になります。

寒河江市社会福祉協議会　電話８３－３２２０お 問 合 わ せ

　低所得世帯を対象とし、高校・専門学校・短大・大学への支度金や学費を無利子で貸付支援しております。
（原則として連帯借受人が必要です。また、お住まいの地域の民生児童委員さんの相談・支援が必要となります。）

社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内社 協 情 報 案 内

●福祉サービスの情報提供、支払い手続き、事務手続き

高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などで、福祉サービスの利用をしたいけどよくわからない、お金の

管理や引き出しができないなど日常生活に不安のある方を支援します。

福祉サービス利用援助事業　福祉サービス利用援助事業　～金銭管理のお手伝いをします～

福祉サービス利用のお手伝い

●年金や生活費の引き出しや公共料金などの支払い

日常的な金銭の出し入れの手伝い

●預金通帳、印鑑、年金証書など

大切な書類等の預かり
●１回1,500円

利用料

資金種類

教育支援費

高校・大学・専門学校に
就学するのに必要な経費

高校　月35,000円以内
高専　月60,000円以内
短大　月60,000円以内
大学　月65,000円以内 卒業後

6カ月
以内

就学
期間の
2～3倍
程度の
年数

無利子

500,000円以内
入学に際し必要な経費

就学支度費

貸付内容 貸付限度額 据置期間 償還期限 利　子

教育支援資金貸付のご案内教育支援資金貸付のご案内

授業料・学校諸費・部費・
通学費・家賃　等（ ）
入学金・制服・教材費・自
転車・部活用具・電化生活
用品・アパート敷金礼金等（ ）

　活動内容は、おおよそ月1回利用者を訪問し、

日常の金銭管理を計画的に支援するお手伝いで

す。現在４名の生活支援員が活躍しています。

一緒に活動しませんか？　　

生活支援員募集

●車いす　●輪投げセット　●綿菓子機　 

●ポップコーン機　●かき氷機　

●バーべキュー用鉄板セット　●うす・杵　

寒河江市社協では、車いすを必要とする方に一時

的に車いすの貸出をしています。また、地域のふ

れあいがより活発に行われるよう機材の貸出をし

ています。町内会、子ども会、老人クラブ等の行

事や集会等にご活用ください。どちらも利用料金

は無料です。

福祉バス利用について福祉バス利用についてふれあい相談所のご案内ふれあい相談所のご案内
寒河江市福祉バス(定員26人)は、社会福祉を目的

とした大会や研修会への参加などに利用できます。

福祉関係機関や福祉団体で実施する事業等対　象
予約は社協窓口及び電話で受付します。申　込

26年度の
予約は

3月より受付

26年度の
予約は

3月より受付

車いす・機材等貸出のご案内車いす・機材等貸出のご案内
26年度の
予約は

3月より受付

26年度の
予約は

3月より受付

●一般相談　毎週水曜日

●法律相談　毎月１回（予約が必要です）

●行政相談　毎月第２水曜日

●登記相談　毎月１回（予約が必要です）

※相談は無料。電話でも応じます。　※秘密は厳守

します。　※法律相談、登記相談の日時は市報で

お知らせします。

日常生活の心配ごとや悩みなど何でも
ご相談ください。

時　間　午後１時～４時
　　　　（法律相談は午後１時３０分から４時３０分）

場　所　ハートフルセンター２階
　　　　ふれあい相談室

電　話　86－7867
な　や　む　な

通帳通帳通帳
印印印

通帳通帳
印印
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除雪ボランティアを派遣いたします。除雪ボランティアを派遣いたします。

社会福祉協議会
☎ 83－3220
FAX 83－3221

☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 83－3221

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所・居宅介護事業所

ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報ボ ラ ン テ ィ ア 情 報

 市内のボランティアグループ及び個人ボランテ
ィアが、より充実した活動が出来るように研修会
を開催いたします。
・日　時 平成26年2月25日（火）
　　　　　午後7時～8時45分
・会　場 ハートフルセンター２階視聴覚室
・内　容 寒河江市内のボランティアの情報
　　　　　交換と交流
  ～仲間のボランティアを知ろう！～
・対象者 市内のボランティアグループ及び
　　　　　個人ボランティア
  ボランティアに関心のある方

寒河江市ボランティア

交流会のお知らせ

寒河江市ボランティア

交流会のお知らせ

要支援者サポートボランティア

養成講座（視覚障がい・認知症編）

要支援者サポートボランティア

養成講座（視覚障がい・認知症編）

多くの皆様のご協力ありがとうございました。
エコキャップ運動の報告エコキャップ運動の報告

寒 河 江 市 社 協 検索 クリックホームページもご覧くださいホームページもご覧ください

ボランティア赤帽志ボランティア赤帽志
市制施行60周年
記念映画まつり
市制施行60周年
記念映画まつり

聴覚障がい者との
交流と手話の勉強会
聴覚障がい者との
交流と手話の勉強会

～60年前・昭和29年の映画2本立上映～～60年前・昭和29年の映画2本立上映～

ボランティアサークル日曜奉仕団ボランティアサークル日曜奉仕団
《ボランティア募集》《ボランティア募集》

手話サークルかがやき手話サークルかがやき

配送ボランティア配送ボランティア

「近松物語」「近松物語」
出演：長谷川一夫・香川京子

「今どきの嫁」 寒河江市が舞台！「今どきの嫁」 寒河江市が舞台！
出演：飯田蝶子・岸旗江

日時　3月9日（日）
　　　午後1時30分～4時
場所　ハートフルセンター
　　　視聴覚室及び2階和室
定員　先着120名
入場料 無料

日時　月・水・金曜日
　　　※希望の曜日で調整可
　　　午前10時30分～午後１時
内容　弁当の配達や運転業務
　　　どちらでも可。
　　　ハートフルセンターから
　　　出発します。

日時　第2・3・4の水曜日
　　　午後7時30分～
場所　ハートフルセンター
　　　302会議室

福島の子ども達と
一緒に遊ぼう！
福島の子ども達と
一緒に遊ぼう！

日時　３月１日（土）
　　　午前７時集合
場所　舟形町若あゆ温泉
申込　080-1847-0327
　　　　　　（早坂まで）
　　　２月26日（水）まで

◆累計個数524,140個
ポリオワクチン647人分に相当します。

　自力での除雪が困難な高齢者や障がい者等の世帯で、経済的に業者等への依頼が困難で、かつ親類や近
隣などの協力が得られない世帯に対し除雪ボランティアを派遣します。主に、道路にでるまでの敷地内の
通路などの自宅回りの除雪で、屋根の雪下ろしは行いません。また、同時に除雪ボランティアも募集して
おります。

【講座１】「視覚障がいについて」
　①日時：３月10日（月）午後1時30分～3時30分
　　内容：視覚障がいのこと（講話）
　②日時：３月13日（木）午後1時30分～3時30分
　　内容：具体的なサポートについて（実技）
　　会場：ハートフルセンター2階視聴覚室
　　講師：NPO法人あいむネット
　　　　　理事長　峯岸　敦　氏
【講座２】「認知症について」
　　日時：３月17日（月）午後12時45分～5時
　　会場：山形県介護学習センター
　　内容：・認知症サポーター養成講座
　　　　　・福祉用具の見学・体験学習
参 加 者　関心のある方　（先着20名）
申込〆切　３月５日まで

お気軽に参加してください。

ボランティア保険に加入して
参加して下さい。
交通費・昼食・温泉付です。

◆申込は電話で受付します　☎83-3220

市内の高齢者宅に
給食を届けるボラン
ティアを募集します。

市内の高齢者宅に
給食を届けるボラン
ティアを募集します。

募集


